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全体のルール：

全体のハーモニー／セクションは、セクションからセクションへ移る時にはギャップは無く、
続いて流れるように演奏されること。

ハーモニー／セクション１ 、２は：
重要： 個々で何も弾かない（ ⾳を出さない）休符の部分を必ず取ること。常に⾳を弾いている状態にはならない
こと。
弾いては、少し休み、また弾いて、という感じで。

全体の提案。

太⿎はいつ叩かれても良い。できれば、途中、太⿎が演奏せず、オーケスト ラのみ演奏する部分も作ると良いと
思う。

構成の提案：

まず太⿎が演奏を始める。
少し経ってから、太⿎が演奏を続ける中、オーケスト ラがハーモニー／セクション１ を演奏し始める。
少し経ってから、SOLO	Melody	A,	B,	Cを演奏する⼈たちが出てくる。
その少しあとに、LOW	melody	Tuttiがゆったりと演奏に追加される。

そうしているうちに、太⿎が⼀旦演奏を⽌め、
スムーズにハーモニー／セクション２に⼊る。（ この時点では、SOLO	Melody	A/B/Cは演奏をしていない）
LOW	melody	Tuttiは、前のセクションからの演奏がまだ続いている
そんな中、HIGH	Melody	Tutti ゆったりと演奏を始める。１ 回か、２回演奏される。美しく。
その途中でBrass	Chordsが演奏開始（ リ ピート で）

太⿎が演奏再開、ハーモニー／セクションは３へ。（ バックグランド で弾いている「 ハーモニー」は無い）
急にSOLO	Melody	D,	E,	F,	Gが激しく演奏を開始。
この時点でLOW	melody	Tuttiは演奏していない
Brass	Chordsは前のセクションからの演奏が続いている（ リ ピート で）

太⿎が続く中、スムーズに、ちょっとびっくりな感じで、ハーモニー／セクション４へ。
ここは全員がハーモニー／セクション４の⾳を演奏。（ Brass	ChordsももSOLOを弾かず、ハーモニー／セクショ
ン４の⾳列を全員で。ト レモロ、激しく）。
このセクションはそこまで⻑くなく、

そのあと、ハーモニー／セクション５へ。全員で。指揮者をよく⾒て、そしてだんだんと狭まってくるように、
速くなる。太⿎は続いている。

そして、最終ハーモニー／セクション６へ。全員が盛り上がり、太⿎もオーケスト ラも⼀緒に終わる。
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(The	score	is	in	C)

⾳程は書かれているオクターヴで演奏すること。
書かれてある⾳列を、いろんな⾳⾊の演奏⽅法で弾く こと 、
ただし、ゆったり と 、Calmに、アグレッシブにならないように、あまり ⾳程を頻繁に変
えたり せず、あく まで「 バックグラウンド のハーモニー」であることを忘れずに。ｍｐ
以上の強さで弾かないこと。休符を所々作るように。弾きっぱなしにならないように。

1 2 3
∑

ハーモニーは
奏でない

書かれている⾳程はどのオク
ターヴで演奏してもよい。
（ いろんな⾳⾊の演奏⽅法で
弾く こと ）全体の感触は、狂
気、アグレッシヴ、激しい感
じ。ハーモニー１ 、２ 、３ の
セクショ ンと は対照的に。

4

TUTTIでこの和⾳を、この強
弱で弾く 。何回も繰り 返す。
繰り 返すごと に段々速く （ 和
⾳と和⾳の間が狭まる）
どのオクターヴで演奏しても
良いが、最低⾳程は、G#で。

５
> U

６

TUTTIでこの和⾳を弾く 。
⻑く 、そしてこれでこの曲を
終える。
どのオクターヴで演奏しても
良いが、最低⾳程は、C#で。

ハーモニー／セクショ ン

Demon Dance
open
score
with
traditional
taiko
music
and
orchestral
instruments

(2024) Dai	Fujikura
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ハーモニー1  を演奏している時にのみ、SOLO Melody A, B とCが演奏されても良い。
SOLO Melodyを弾いていない奏者は、ハーモニー１ を演奏すること。
SOLO Melodyは何回演奏されても良い。好きなオクターヴで弾いて良い（ 転調はせずに）メロディは必ずレガート で演奏。繰
り返して弾いても良い。

∑

SOLO	Melody	A

&
U

SOLO	Melody	B

&
U

∑ ?

SOLO	Melody	C

?

ハーモニー 1 と２  を演奏している時に、LOW melodyをどこかで演奏すること。
⾳域が楽器の⾳域より低い場合は、その⾳だけ１ オクターヴあげても良い。
メロディは必ずレガート で演奏。繰り返して弾いても良い。
Melodyを弾いていない奏者は、ハーモニーを演奏すること。

oni-daiko
∑
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∑
U

LOW	melody	Tutti ゆったり と
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ハーモニー2 を演奏している時に、Melody 1をどこかで演奏すること。グループで演奏。
好きなオクターヴで弾いて良い（ 転調はせずに）が、⾼⾳域で演奏すること。High Melodyを弾いていない奏
者は、ハーモニー２やLow Melody, Brass Chordsを演奏する（ しても良い）

∑
U

HIGH	Melody	Tutti ゆったり と

& ∑
U

∑
U

&

ハーモニー ２とセクション３  をの時に、Brass Chords を⾦管楽器で、どこかで演奏すること。和
⾳の⾳が全部演奏されるように。 繰り返しても良いが、あまり多く繰り返さないこと。Fluttertongueで吹きた
い場合は、そうしても良いが、その場合は全員がそうするように。Brass Chordsを吹いていない奏者は、ハーモ
ニー２やLow Melody, High Melody を演奏する。
U U

∑
U U

∑
U U

∑ &

Brass	Chords

?
U U

∑
U U

∑
U U

∑

&

セクション３  の時に、何回も繰り返して、SOLO Melody D, E, F, Gを弾くこと。
全体の感じは「 狂気」、Manicな感じ。

∑
U

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	D

&
U

3 3 3 3

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	E

& ∑
U

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	F

& ∑
U

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	G
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全体のルール：

全体のハーモニー／セクションは、セクションからセクションへ移る時にはギャップは無く、
続いて流れるように演奏されること。

ハーモニー／セクション１ 、２は：
重要： 個々で何も弾かない（ ⾳を出さない）休符の部分を必ず取ること。常に⾳を弾いている状態にはならない
こと。
弾いては、少し休み、また弾いて、という感じで。

全体の提案。

太⿎はいつ叩かれても良い。できれば、途中、太⿎が演奏せず、オーケスト ラのみ演奏する部分も作ると良いと
思う。

構成の提案：

まず太⿎が演奏を始める。
少し経ってから、太⿎が演奏を続ける中、オーケスト ラがハーモニー／セクション１ を演奏し始める。
少し経ってから、SOLO	Melody	A,	B,	Cを演奏する⼈たちが出てくる。
その少しあとに、LOW	melody	Tuttiがゆったりと演奏に追加される。

そうしているうちに、太⿎が⼀旦演奏を⽌め、
スムーズにハーモニー／セクション２に⼊る。（ この時点では、SOLO	Melody	A/B/Cは演奏をしていない）
LOW	melody	Tuttiは、前のセクションからの演奏がまだ続いている
そんな中、HIGH	Melody	Tutti ゆったりと演奏を始める。１ 回か、２回演奏される。美しく。
その途中でBrass	Chordsが演奏開始（ リ ピート で）

太⿎が演奏再開、ハーモニー／セクションは３へ。（ バックグランド で弾いている「 ハーモニー」は無い）
急にSOLO	Melody	D,	E,	F,	Gが激しく演奏を開始。
この時点でLOW	melody	Tuttiは演奏していない
Brass	Chordsは前のセクションからの演奏が続いている（ リ ピート で）

太⿎が続く中、スムーズに、ちょっとびっくりな感じで、ハーモニー／セクション４へ。
ここは全員がハーモニー／セクション４の⾳を演奏。（ Brass	ChordsももSOLOを弾かず、ハーモニー／セクショ
ン４の⾳列を全員で。ト レモロ、激しく）。
このセクションはそこまで⻑くなく、

そのあと、ハーモニー／セクション５へ。全員で。指揮者をよく⾒て、そしてだんだんと狭まってくるように、
速くなる。太⿎は続いている。

そして、最終ハーモニー／セクション６へ。全員が盛り上がり、太⿎もオーケスト ラも⼀緒に終わる。
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The	score	is	in	B-flat

⾳程は書かれているオクターヴで演奏すること。
書かれてある⾳列を、いろんな⾳⾊の演奏⽅法で弾く こと 、
ただし、ゆったり と 、Calmに、アグレッシブにならないように、あまり ⾳程を頻繁に変
えたり せず、あく まで「 バックグラウンド のハーモニー」であることを忘れずに。ｍｐ
以上の強さで弾かないこと。休符を所々作るように。弾きっぱなしにならないように。

1 2 3
∑

ハーモニーは
奏でない

書かれている⾳程はどのオク
ターヴで演奏してもよい。
（ いろんな⾳⾊の演奏⽅法で
弾く こと ）全体の感触は、狂
気、アグレッシヴ、激しい感
じ。ハーモニー１ 、２ 、３ の
セクショ ンと は対照的に。

4

TUTTIでこの和⾳を、この強
弱で弾く 。何回も繰り 返す。
繰り 返すごと に段々速く （ 和
⾳と和⾳の間が狭まる）
どのオクターヴで演奏しても
良いが、最低⾳程は、G#で。

５
>

U

６

TUTTIでこの和⾳を弾く 。
⻑く 、そしてこれでこの曲を
終える。
どのオクターヴで演奏しても
良いが、最低⾳程は、C#で。

ハーモニー／セクショ ン

Demon Dance
open
score
with
traditional
taiko
music
and
orchestral
instruments

(2024) Dai	Fujikura
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ハーモニー1  を演奏している時にのみ、SOLO Melody A, B とCが演奏されても良い。
SOLO Melodyを弾いていない奏者は、ハーモニー１ を演奏すること。
SOLO Melodyは何回演奏されても良い。好きなオクターヴで弾いて良い（ 転調はせずに）メロディは必ずレガート で演奏。繰
り返して弾いても良い。

∑

SOLO	Melody	A
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SOLO	Melody	B
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∑ ?

SOLO	Melody	C

?

ハーモニー 1 と２  を演奏している時に、LOW melodyをどこかで演奏すること。
⾳域が楽器の⾳域より低い場合は、その⾳だけ１ オクターヴあげても良い。
メロディは必ずレガート で演奏。繰り返して弾いても良い。
Melodyを弾いていない奏者は、ハーモニーを演奏すること。
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LOW	melody	Tutti ゆったり と
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ハーモニー2 を演奏している時に、Melody 1をどこかで演奏すること。グループで演奏。
好きなオクターヴで弾いて良い（ 転調はせずに）が、⾼⾳域で演奏すること。High Melodyを弾いていない奏
者は、ハーモニー２やLow Melody, Brass Chordsを演奏する（ しても良い）

∑
U

HIGH	Melody	Tutti ゆったり と

& ∑
U

∑
U

&

ハーモニー ２とセクション３  をの時に、Brass Chords を⾦管楽器で、どこかで演奏すること。和
⾳の⾳が全部演奏されるように。 繰り返しても良いが、あまり多く繰り返さないこと。Fluttertongueで吹きた
い場合は、そうしても良いが、その場合は全員がそうするように。Brass Chordsを吹いていない奏者は、ハーモ
ニー２やLow Melody, High Melody を演奏する。
U U
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Brass	Chords
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&

セクション３  の時に、何回も繰り返して、SOLO Melody D, E, F, Gを弾くこと。
全体の感じは「 狂気」、Manicな感じ。

∑
U

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	D

&
U

3 3 3 3

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	E

& ∑
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速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	F

& ∑
U

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	G
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全体のルール：

全体のハーモニー／セクションは、セクションからセクションへ移る時にはギャップは無く、
続いて流れるように演奏されること。

ハーモニー／セクション１ 、２は：
重要： 個々で何も弾かない（ ⾳を出さない）休符の部分を必ず取ること。常に⾳を弾いている状態にはならない
こと。
弾いては、少し休み、また弾いて、という感じで。

全体の提案。

太⿎はいつ叩かれても良い。できれば、途中、太⿎が演奏せず、オーケスト ラのみ演奏する部分も作ると良いと
思う。

構成の提案：

まず太⿎が演奏を始める。
少し経ってから、太⿎が演奏を続ける中、オーケスト ラがハーモニー／セクション１ を演奏し始める。
少し経ってから、SOLO	Melody	A,	B,	Cを演奏する⼈たちが出てくる。
その少しあとに、LOW	melody	Tuttiがゆったりと演奏に追加される。

そうしているうちに、太⿎が⼀旦演奏を⽌め、
スムーズにハーモニー／セクション２に⼊る。（ この時点では、SOLO	Melody	A/B/Cは演奏をしていない）
LOW	melody	Tuttiは、前のセクションからの演奏がまだ続いている
そんな中、HIGH	Melody	Tutti ゆったりと演奏を始める。１ 回か、２回演奏される。美しく。
その途中でBrass	Chordsが演奏開始（ リ ピート で）

太⿎が演奏再開、ハーモニー／セクションは３へ。（ バックグランド で弾いている「 ハーモニー」は無い）
急にSOLO	Melody	D,	E,	F,	Gが激しく演奏を開始。
この時点でLOW	melody	Tuttiは演奏していない
Brass	Chordsは前のセクションからの演奏が続いている（ リ ピート で）

太⿎が続く中、スムーズに、ちょっとびっくりな感じで、ハーモニー／セクション４へ。
ここは全員がハーモニー／セクション４の⾳を演奏。（ Brass	ChordsももSOLOを弾かず、ハーモニー／セクショ
ン４の⾳列を全員で。ト レモロ、激しく）。
このセクションはそこまで⻑くなく、

そのあと、ハーモニー／セクション５へ。全員で。指揮者をよく⾒て、そしてだんだんと狭まってくるように、
速くなる。太⿎は続いている。

そして、最終ハーモニー／セクション６へ。全員が盛り上がり、太⿎もオーケスト ラも⼀緒に終わる。
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The	score	is	in	F

⾳程は書かれているオクターヴで演奏すること。
書かれてある⾳列を、いろんな⾳⾊の演奏⽅法で弾く こと 、
ただし、ゆったり と 、Calmに、アグレッシブにならないように、あまり ⾳程を頻繁に変
えたり せず、あく まで「 バックグラウンド のハーモニー」であることを忘れずに。ｍｐ
以上の強さで弾かないこと。休符を所々作るように。弾きっぱなしにならないように。

1 2 3
∑

ハーモニーは
奏でない

書かれている⾳程はどのオク
ターヴで演奏してもよい。
（ いろんな⾳⾊の演奏⽅法で
弾く こと ）全体の感触は、狂
気、アグレッシヴ、激しい感
じ。ハーモニー１ 、２ 、３ の
セクショ ンと は対照的に。

4

TUTTIでこの和⾳を、この強
弱で弾く 。何回も繰り 返す。
繰り 返すごと に段々速く （ 和
⾳と和⾳の間が狭まる）
どのオクターヴで演奏しても
良いが、最低⾳程は、G#で。

５
>

U

６

TUTTIでこの和⾳を弾く 。
⻑く 、そしてこれでこの曲を
終える。
どのオクターヴで演奏しても
良いが、最低⾳程は、C#で。

ハーモニー／セクショ ン

Demon Dance
open
score
with
traditional
taiko
music
and
orchestral
instruments

(2024) Dai	Fujikura
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ハーモニー1  を演奏している時にのみ、SOLO Melody A, B とCが演奏されても良い。
SOLO Melodyを弾いていない奏者は、ハーモニー１ を演奏すること。
SOLO Melodyは何回演奏されても良い。好きなオクターヴで弾いて良い（ 転調はせずに）メロディは必ずレガート で演奏。繰
り返して弾いても良い。

∑

SOLO	Melody	A

&

”“

U

SOLO	Melody	B

&
U

”“

∑ ?

SOLO	Melody	C

?

ハーモニー 1 と２  を演奏している時に、LOW melodyをどこかで演奏すること。
⾳域が楽器の⾳域より低い場合は、その⾳だけ１ オクターヴあげても良い。
メロディは必ずレガート で演奏。繰り返して弾いても良い。
Melodyを弾いていない奏者は、ハーモニーを演奏すること。

oni-daiko

∑
U

∑
U

LOW	melody	Tutti ゆったり と

∑
U

∑ &
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ハーモニー2 を演奏している時に、Melody 1をどこかで演奏すること。グループで演奏。
好きなオクターヴで弾いて良い（ 転調はせずに）が、⾼⾳域で演奏すること。High Melodyを弾いていない奏
者は、ハーモニー２やLow Melody, Brass Chordsを演奏する（ しても良い）

∑
U

HIGH	Melody	Tutti ゆったり と

& ∑
U

∑
U

&

ハーモニー ２とセクション３  をの時に、Brass Chords を⾦管楽器で、どこかで演奏すること。和
⾳の⾳が全部演奏されるように。 繰り返しても良いが、あまり多く繰り返さないこと。Fluttertongueで吹きた
い場合は、そうしても良いが、その場合は全員がそうするように。Brass Chordsを吹いていない奏者は、ハーモ
ニー２やLow Melody, High Melody を演奏する。
U U

∑
U U

∑
U U

∑ &

Brass	Chords

?
U U

∑

U U

∑

U U

∑

&

セクション３  の時に、何回も繰り返して、SOLO Melody D, E, F, Gを弾くこと。
全体の感じは「 狂気」、Manicな感じ。

∑
U

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	D

&
U

3 3 3 3

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	E

&

”“

∑
U

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	F

&

”“

∑
U

速いテンポで、ちょっと ナーヴァスに。

SOLO	Melody	G
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